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女性支援看護学特論 2 units

Sachi Kishida · Professor / Health Sciences, Mari Haku · Professor / Health Sciences

Target〉 女性の健康問題を考える上での重要概念について理解する．国内外にお
けるライフステージを通じての女性の健康問題について，文献を通して分析
し，いくつかのテーマを選択し，その問題についての討議を通して，解決策
を考える．また，選択したテーマについて，看護理論を活用して，その理論
をどのように臨床上で活用できるのか，応用を考える．

Outline〉 女性の健康問題を考える上での重要概念について理解する．また，に
ついての文献検討を行い，授業での討議をすることで，国内外での女性の健
康問題を分析する．検討を行った女性の健康問題に関して，看護理論を活用
しながら，その応用に関して討議をする．

Keyword〉 女性の健康, 看護理論
Relational Lecture〉 “女性支援看護学演習”(0.5)

Goal〉
1.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (transition:移行)について理解する．
2.国内外に関する女性の健康問題に関する文献検討から現状を分析する力を
養う．

3.女性の健康問題を考えることで 看護学が発展できるための論理的思考を
養う．

4.既存の看護理論を活用し，応用することで理論の検証や開発を行うための
基礎的能力を養う．

Schedule〉
1.ライフステージを通して生じている女性の健康問題についてテーマを抽
出する．(岸田・葉久)

2.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (women’s health)について理解
する．(岸田・葉久)

3.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (transition / 移行)について理解
する．(岸田・葉久)

4.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (親役割)について理解する．(岸
田・葉久)

5.健康問題として抽出された問題に関する文献検討を行う．(岸田・葉久)
6.健康問題として抽出された問題に関する文献検討を行う．(岸田・葉久)
7.健康問題として抽出された問題に関する文献検討を行う．(岸田・葉久)
8.抽出された健康問題に関しての解決策を考える．(岸田・葉久)
9.抽出された健康問題に関しての解決策を考える．(岸田・葉久)

10.抽出された健康問題に関しての解決策を考える．(岸田)
11.抽出された健康問題に関して，看護理論 (セルフケア理論)での応用を考
える．(葉久)

12.抽出された健康問題に関して，看護理論 (セルフケア理論)での応用を考
える．(葉久)

13.抽出された健康問題に関して，看護理論 (適応理論)での応用を考える．
(岸田)

14.抽出された健康問題に関して，看護理論 (適応理論)での応用を考える．
(岸田)

15.抽出された健康問題に関して，他の看護理論の応用を検討する．(岸田・
葉久)

Evaluation Criteria〉 講義への参加態度，積極的発言・プレゼンテーション内容
によって評価する．

Textbook〉 授業の中で適宜紹介する
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216979
Contact〉
⇒ Kishida (+81-88-633-9032, skishida@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 月 17:00-19:00)
⇒ Haku (+81-88-633-9080, haku@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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